
 

議案第３１号 

 

市川市一般職員の給与に関する条例等の一部改正について 

 

市川市一般職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例を次のように定

める。 

平成２６年１１月２８日提出 

市川市長  大 久 保  博    

 

 

 

市川市条例第  号 

   市川市一般職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例 

 （市川市一般職員の給与に関する条例の一部改正） 

第１条 市川市一般職員の給与に関する条例（昭和２６年条例第２２号）の一

部を次のように改正する。 

  第１１条第２項第２号イ中「４,１００円」を「４,２００円」に改め、同

号ウ中「６,５００円」を「７,１００円」に改め、同号エ中「８,９００円」

を「１０,０００円」に改め、同号オ中「１１,３００円」を「１２,９００円」

に改め、同号カ中「１３,７００円」を「１５,８００円」に改め、同号キ中

「１６,１００円」を「１８,７００円」に改め、同号ク中「１８,５００円」

を「２１,６００円」に改め、同号ケ中「２０,９００円」を「２４,４００円」

に改め、同号コ中「２１,８００円」を「２６,２００円」に改め、同号サ中

「２２,７００円」を「２８,０００円」に改め、同号シ中「２３,６００円」

を「２９,８００円」に改め、同号ス中「２４,５００円」を「３１,６００円」

に改める。 

  第２４条の２の３第３項第１号中「１００分の６７.５」を「１００分の  

８２.５」に改め、同項第２号中「１００分の３２.５」を「１００分の３７.５」



 

に改める。 

  附則第６項中「１００分の１.０１２５」を「１００分の１.２３７５」に、

「１００分の６７.５」を「１００分の８２.５」に改める。 

  別表第１から別表第５までを別紙のように改める。 

第２条 市川市一般職員の給与に関する条例の一部を次のように改正する。 

  第２４条の２の３第３項第１号中「１００分の８２.５」を「１００分の  

７５」に改め、同項第２号中「１００分の３７.５」を「１００分の３５」に

改める。 

  附則第６項中「１００分の１.２３７５」を「１００分の１.１２５」に、

「１００分の８２.５」を「１００分の７５」に改める。 

 （市川市一般職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の一部改正） 

第３条 市川市一般職員の給与に関する条例の一部を改正する条例（平成２６

年条例第２０号）の一部を次のように改正する。 

  附則別表第３を別紙のように改める。 

（市川市一般職の任期付職員の採用及び給与の特例に関する条例の一部改正） 

第４条 市川市一般職の任期付職員の採用及び給与の特例に関する条例（平成

１８年条例第３０号）の一部を次のように改正する。 

  第７条第１項の表を次のように改める。 

号級 給料月額 

１ 

円

３７７,０００ 

２ ４２６,０００ 

３ ４７９,０００ 

４ ５４２,０００ 

５ ６１８,０００ 

６ ７２２,０００ 

７ ８４５,０００ 

  第８条第２項中「１００分の１２２.５」とあるのは「１００分の１４０」



 

と、「」を「、６月に支給する場合においては１００分の１２２.５、１２月

に支給する場合においては」に改める。 

   附 則 

 （施行期日等） 

１ この条例は、公布の日から施行する。ただし、第２条及び第４条（市川市

一般職の任期付職員の採用及び給与の特例に関する条例第８条第２項の改正

規定に限る。）並びに附則第１５項及び第１７項の規定は、平成２７年４月１

日から施行する。 

２ 第１条の規定による改正後の市川市一般職員の給与に関する条例（以下「給

与条例」という。）第１１条第２項第２号イからスまでの規定は、平成２６年

４月１日から適用する。 

３ 第１条の規定による改正後の給与条例別表第１から別表第５までの規定及

び第３条の規定による改正後の市川市一般職員の給与に関する条例の一部を

改正する条例（以下「平成２６年一部改正条例」という。）附則別表第３の規

定並びに附則第７項から第１０項まで及び附則第１２項の規定は、平成２６

年１０月１日から適用する。 

４ 第１条の規定による改正後の給与条例第２４条の２の３第３項第１号及び

第２号並びに附則第６項の規定並びに附則第１４項の規定による改正後の市

川市議会の議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例（平成２３

年条例第１号。以下「議員報酬等条例」という。）第５条第１項の規定及び附

則第１６項の規定による改正後の市川市特別職の職員の給与及び報酬並びに

旅費及び費用弁償に関する条例（昭和３１年条例第２６号。以下「特別職給

与等条例」という。）第３条第２項の規定は、平成２６年１２月１日から適用

する。 

 （給与の内払） 

５ 第１条の規定による改正後の給与条例又は第３条の規定による改正後の平

成２６年一部改正条例の規定を適用する場合においては、第１条の規定によ

る改正前の給与条例又は第３条の規定による改正前の平成２６年一部改正条



 

例の規定に基づいて支給された給与は、それぞれ第１条の規定による改正後

の給与条例又は第３条の規定による改正後の平成２６年一部改正条例の規定

による給与の内払とみなす。 

 （特例期間における差額支給） 

６ 平成２６年４月１日から同年９月３０日までの間（以下この項において「特

例期間」という。）において第３条の規定による改正前の平成２６年一部改正

条例の規定による改正前の給与条例（以下「平成２６年改正前給与条例」と

いう。）別表第１から別表第５までの給料表の適用を受けていた職員には、附

則別表第１から附則別表第５までの給料表を同年１０月１日の前日において

その者が属していた職務の級及びその者が受けていた号給をもって適用する

としたならば平成２６年改正前給与条例の規定に基づいて支給されることと

なる特例期間における給与の額と平成２６年改正前給与条例の規定に基づい

て支給された特例期間における給与の額との差額を支給する。 

 （給料の切替えに伴う平成２６年一部改正条例附則第７項の特例） 

７ 第３条の規定による改正後の平成２６年一部改正条例附則第７項の規定に

かかわらず、平成２６年１０月１日の前日から引き続き同一の給料表の適用

を受ける職員で、その者の受ける第１条の規定による改正後の給与条例別表

第１から別表第５まで（別表第２を除く。）の給料表による給料月額が附則別

表第１から附則別表第５まで（附則別表第２を除く。）の給料表を同日におい

てその者が属していた職務の級及びその者が受けていた号給をもって適用す

るとした場合の給料月額に達しないこととなるもの（規則で定める職員を除

く。）には、給料月額のほか、その差額に相当する額を給料として支給する。 

８ 第３条の規定による改正後の平成２６年一部改正条例附則第７項の規定に

かかわらず、同条の規定による改正後の平成２６年一部改正条例附則第４項

の規定の適用を受ける職員で、その者の受ける同条の規定による改正後の平

成２６年一部改正条例附則別表第３の給料表による給料月額が附則別表第２

の給料表を平成２６年１０月１日の前日においてその者が属していた職務の

級及びその者が受けていた号給をもって適用するとした場合の給料月額に達



 

しないこととなるもの（規則で定める職員を除く。）には、給料月額のほか、

その差額に相当する額を給料として支給する。 

９ 第３条の規定による改正後の平成２６年一部改正条例附則第８項の規定に

かかわらず、平成２６年１０月１日の前日から引き続き給料表の適用を受け

る職員（前２項の規定の適用を受ける職員を除く。）について、前２項の規定

による給料を支給される職員との権衡上必要があると認められるときは、当

該職員には、規則の定めるところにより、前２項の規定に準じて、給料を支

給する。 

１０ 第３条の規定による改正後の平成２６年一部改正条例附則第９項の規定

にかかわらず、平成２６年１０月１日以降に新たに給料表の適用を受けるこ

ととなった職員について、任用の事情等を考慮して前３項の規定による給料

を支給される職員との権衡上必要があると認められるときは、当該職員には、

規則で定めるところにより、前３項の規定に準じて、給料を支給する。 

１１ 附則第７項から前項までの規定を適用する場合においては、第３条の規

定による改正前の平成２６年一部改正条例附則第７項から第９項までの規定

に基づいて支給された給料に基づく給与は、附則第７項から前項までの規定

による給料に基づく給与の内払とみなす。 

１２ 附則第７項から第１０項までの規定の適用がある場合には、次に定める

ところによる。 

⑴ 第３条の規定による改正後の平成２６年一部改正条例附則第１０項の規

定の適用については、同項中「市川市一般職員の給与に関する条例の一部

を改正する条例（平成２６年条例第２０号）附則第７項から第９項まで」

とあるのは、「市川市一般職員の給与に関する条例等の一部を改正する条

例（平成２６年条例第  号）附則第７項から第１０項まで」とする。 

 ⑵ 第３条の規定による改正後の平成２６年一部改正条例附則第１２項の規

定の適用については、同項中「附則第７項」とあるのは、「市川市一般職員

の給与に関する条例等の一部を改正する条例（平成２６年条例第  号）

附則第７項又は第８項」とする。 



 

 ⑶ 市長等の給料及び地域手当並びに教育長の給料及び地域手当並びに管理

職員の給料の特例に関する条例（平成２４年条例第５２号）第３条第１項

の規定の適用については、同項中「市川市一般職員の給与に関する条例の

一部を改正する条例（平成２６年条例第２０号。以下「平成２６年一部改

正条例」という。）附則第７項から第９項まで」とあるのは「市川市一般職

員の給与に関する条例等の一部を改正する条例（平成２６年条例第  号。

以下「平成２６年一部改正条例」という。）附則第７項から第１０項まで」

と、「平成２６年一部改正条例附則第７項から第９項まで」とあるのは「平

成２６年一部改正条例附則第７項から第１０項まで」とする。 

 ⑷ 市川市職員退職手当支給条例（昭和２７年条例第７号）附則第１４項の

規定の適用については、同項中「市川市一般職員の給与に関する条例の一

部を改正する条例（平成２６年条例第２０号）」とあるのは、「市川市一般

職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例（平成２６年条例第   

号）」とする。 

 （委任） 

１３ 附則第５項から前項までに定めるもののほか、この条例の施行に関し必

要な事項は、市長が別に定める。 

 （議員報酬等条例の一部改正） 

１４ 議員報酬等条例の一部を次のように改正する。 

  第５条第１項中「１００分の２０５」を「１００分の２２０」に改める。 

１５ 議員報酬等条例の一部を次のように改正する。 

  第５条第１項中「１００分の１９０」を「１００分の１９７.５」に、   

「１００分の２２０」を「１００分の２１２.５」に改める。 

 （特別職給与等条例の一部改正） 

１６ 特別職給与等条例の一部を次のように改正する。 

  第３条第２項中「１００分の２０５」を「１００分の２２０」に改める。 

１７ 特別職給与等条例の一部を次のように改正する。 

  第３条第２項中「１００分の１９０」を「１００分の１９７.５」に、   



 

「１００分の２２０」を「１００分の２１２.５」に改める。 

 




































































